
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：大大地地震震おおよよびび自自然然災災害害ににおおけけるる大大空空間間構構造造物物のの座座屈屈  

崩崩壊壊メメカカニニズズムムのの解解明明及及びび座座屈屈補補剛剛材材のの保保有有性性能能評評価価 

 

氏氏名名：：      吉吉野野  裕裕貴貴／／YYOOHHIISSNNOO  YYuukkii    EE--mmaaiill：：  yyoosshhiinnooyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本鋼鋼構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  鋼鋼構構造造，，耐耐震震工工学学，，横横座座屈屈  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの座座屈屈設設計計法法にに関関すするる技技術術  

・・構構造造部部材材のの有有限限要要素素法法解解析析（（静静的的解解析析，，動動的的解解析析））  

・・非非構構造造部部材材のの補補剛剛性性能能にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：  
研究課題  

 大空間構造における H 形鋼部材の横座屈耐力に及ぼす非構造部材の補剛性能評価 
 既存建築物の大スパン梁と非構造部材の耐震性能の把握 
研究シーズ  

実際の大空間構造物は構造部材と非構造部材で構成されている。大空間構造物の地震時の損傷メカニズムにつ

いて は明らかにされているが，そのほとんどが構造部材のみで構成された構造物を対象とした研究である。 
筆者の研究テー マは，現行の耐震設計法では考慮されていない非構造部材が取り付く構造部材の座屈を対象

とし，構造部材に取りつく 非構造部材の補剛効果を考慮した実構造 
物に近い耐震性能を把握することである。 大空間構造物を構成する 
構造部材とし，施工性や経済性の観点から H 形鋼梁が多用されてお 
り，近年の構造部材の 大スパン化に伴って，梁スパンが 10～20m， 
梁せいが 1000mm 以上の大断面梁が多く用いられるようになった。 
大スパン 梁の横座屈に対して，現行の設計法では材長方向に複数の 
横補剛材を設ける。しかし，複数の小梁の設置は，施工性 が低下し， 
非経済的である。横補剛として設置する小梁を減らすことで，設計の 
自由度は高まる。一方で，梁に取りつく母屋や屋根折板などを非構造 
部材を連続補剛材とした場合，非構造部材は部材として非常に軽微な 
ため，梁の横座屈変形を十分拘束するための剛性や耐力を保持してい 
るとは限らない。 

座屈現象は対象部材の境界条件に大きく影響を受ける。建物内の梁 

を対象とした場合，梁に接続される柱の拘束，梁が支える小梁や床の 

拘束，筋かいや制振構面による拘束などがある。従来の設計では，こ 

れらの周辺部材の拘束について検討せずに設計している。 
本研究では，大空間構造物内の梁が非構造部材（屋根折板や母屋） 

などを連続的な拘束材としての活用法や梁に取りつく周辺部材（柱や 
接合部など）による梁端の材端拘束度の影響を検討することで，現行 
の耐震設計法では想定されていない非構造部材の補剛効果を考慮した 
大スパン大空間構造物の座屈設計法を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実際の梁の座屈の様子 

 
横座屈の再現実験 

 
構造物の振動実験 

母屋材梁の横座屈

屋根折板

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

極大地震振動台システム  SSV-125，SVA-ST-1K，TBH-10K-2D-5T （サンエス）  

振動測定装置一式  動ひずみ測定器，加速度計，レーザー変位計  
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：建築構造物の安全と機能維持を実現 
する耐震・免震・制振システムの開発 

 

氏氏名名：：      藤藤田田  智智己己／／FFUUJJIITTAA  TToommoommii  EE--mmaaiill：：  ffuujjiittaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本ココンンククリリーートト工工学学協協会会，，日日本本免免震震構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  耐耐震震構構造造、、免免震震構構造造、、制制振振構構造造、、振振動動解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・振振動動台台をを用用いいたた加加振振試試験験  

・・振振動動応応答答解解析析  

  

 

図 1 ABAQUS による 
詳細解析モデル 

 

図 2  Frame-D による 
簡易解析モデル  

 

図 3 縮小試験体による振動台加振試験 

1 層 RC 梁 
：せん断ばね 

トラス屋根：せん断ばね 
3 層 RC 梁 

：せん断ばね 
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3 層 RC 梁 
：板ばね 

トラス屋根：板ばね 

研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  
●●開開発発途途上上国国向向けけ基基礎礎免免震震シシスステテムムのの開開発発  

●●慣慣性性質質量量効効果果をを有有すするるダダンンパパーーのの開開発発  

●●鉄鉄骨骨置置屋屋根根構構造造のの損損傷傷メメカカニニズズムムのの解解明明とと損損傷傷制制御御法法のの開開発発  

  

研研究究シシーーズズ  
近近年年のの地地震震にに対対ししてて建建物物にに大大ききなな損損傷傷をを与与ええなないい、、地地震震動動作作用用時時ににもも建建物物機機能能をを維維持持すするるななどどのの多多様様化化すするる建建築築

構構造造へへのの要要求求をを満満足足すするる建建築築構構造造シシスステテムムのの開開発発ででああるる。。  

過過去去のの地地震震被被害害にに基基づづきき日日本本のの耐耐震震設設計計手手法法はは発発展展••進進歩歩がが重重ねねらられれ、、建建物物のの崩崩壊壊等等のの大大規規模模なな損損傷傷がが減減少少ししてて

いいるる一一方方でで、、家家具具のの転転倒倒等等でで住住民民にに被被害害ががででるるケケーーススやや、、建建物物ののラライイフフラライインンななどどのの機機能能がが失失わわれれるる事事態態がが度度々々発発生生

ししてていいるる。。大大規規模模地地震震にに対対ししてて構構造造躯躯体体のの損損傷傷抑抑制制だだけけででななくく、、建建物物のの継継続続使使用用をを考考慮慮ししたた機機能能維維持持ををもも担担保保すするるシシ

スステテムムのの構構築築がが喫喫緊緊のの課課題題ででああるる。。  

現現在在のの主主要要なな研研究究テテーーママはは、、被被災災ししたた人人々々のの避避難難所所ととななるる空空間間構構造造物物のの機機能能維維持持にに関関すするる研研究究ででああるる。。地地震震にによよるる

建建物物のの構構造造的的被被害害にによよりり避避難難所所ととししてて使使用用不不可可ににななっったた空空間間構構造造物物はは、、鉄鉄骨骨屋屋根根とと RRCC 下下部部構構造造をを有有すするる鉄鉄骨骨置置屋屋根根

構構造造のの建建物物（（耐耐震震診診断断でで耐耐震震性性有有とと判判断断済済ままたたはは補補強強済済））にに多多くく、、置置屋屋根根支支承承部部のの RRCC 柱柱頭頭部部のの側側方方破破壊壊おおよよびびアアンン

カカーーボボルルトトのの破破断断、、屋屋根根面面ににおおけけるるブブレレーースス破破断断、、シシスステテムムトトララスス部部材材のの損損傷傷、、落落下下のの被被害害がが発発生生ししてていいるる。。本本研研究究でで

はは図図 11～～33 にに示示すす振振動動応応答答解解析析おおよよびび振振動動台台加加振振試試験験のの旅旅面面かからら空空間間構構造造物物ににおおけけるる上上述述ししたた被被害害のの発発生生メメカカニニズズ

ムムをを解解明明しし、、避避難難施施設設のの機機能能維維持持をを実実現現すするる設設計計法法・・損損傷傷制制御御法法のの開開発発にに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水平平二二軸軸地地震震波波振振動動台台（（ササンンエエスス））  SSSSVV--112255，，TTBBHH--1100KK--22DD--33DD    

振振動動測測定定装装置置一一式式  動動ひひずずみみ測測定定器器，，加加速速度度計計，，レレーーザザーー変変位位計計  

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：大大地地震震おおよよびび自自然然災災害害ににおおけけるる大大空空間間構構造造物物のの座座屈屈  

崩崩壊壊メメカカニニズズムムのの解解明明及及びび座座屈屈補補剛剛材材のの保保有有性性能能評評価価 

 

氏氏名名：：      吉吉野野  裕裕貴貴／／YYOOHHIISSNNOO  YYuukkii    EE--mmaaiill：：  yyoosshhiinnooyy@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本建建築築学学会会，，日日本本鋼鋼構構造造協協会会  

研研究究分分野野：：  建建築築構構造造工工学学  

キキーーワワーードド：：  鋼鋼構構造造，，耐耐震震工工学学，，横横座座屈屈  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・構構造造部部材材のの座座屈屈設設計計法法にに関関すするる技技術術  

・・構構造造部部材材のの有有限限要要素素法法解解析析（（静静的的解解析析，，動動的的解解析析））  

・・非非構構造造部部材材のの補補剛剛性性能能にに関関すするる研研究究  

 
研研究究内内容容：：  
研究課題  

 大空間構造における H 形鋼部材の横座屈耐力に及ぼす非構造部材の補剛性能評価 
 既存建築物の大スパン梁と非構造部材の耐震性能の把握 
研究シーズ  

実際の大空間構造物は構造部材と非構造部材で構成されている。大空間構造物の地震時の損傷メカニズムにつ

いて は明らかにされているが，そのほとんどが構造部材のみで構成された構造物を対象とした研究である。 
筆者の研究テー マは，現行の耐震設計法では考慮されていない非構造部材が取り付く構造部材の座屈を対象

とし，構造部材に取りつく 非構造部材の補剛効果を考慮した実構造 
物に近い耐震性能を把握することである。 大空間構造物を構成する 
構造部材とし，施工性や経済性の観点から H 形鋼梁が多用されてお 
り，近年の構造部材の 大スパン化に伴って，梁スパンが 10～20m， 
梁せいが 1000mm 以上の大断面梁が多く用いられるようになった。 
大スパン 梁の横座屈に対して，現行の設計法では材長方向に複数の 
横補剛材を設ける。しかし，複数の小梁の設置は，施工性 が低下し， 
非経済的である。横補剛として設置する小梁を減らすことで，設計の 
自由度は高まる。一方で，梁に取りつく母屋や屋根折板などを非構造 
部材を連続補剛材とした場合，非構造部材は部材として非常に軽微な 
ため，梁の横座屈変形を十分拘束するための剛性や耐力を保持してい 
るとは限らない。 

座屈現象は対象部材の境界条件に大きく影響を受ける。建物内の梁 

を対象とした場合，梁に接続される柱の拘束，梁が支える小梁や床の 

拘束，筋かいや制振構面による拘束などがある。従来の設計では，こ 

れらの周辺部材の拘束について検討せずに設計している。 
本研究では，大空間構造物内の梁が非構造部材（屋根折板や母屋） 

などを連続的な拘束材としての活用法や梁に取りつく周辺部材（柱や 
接合部など）による梁端の材端拘束度の影響を検討することで，現行 
の耐震設計法では想定されていない非構造部材の補剛効果を考慮した 
大スパン大空間構造物の座屈設計法を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
実際の梁の座屈の様子 

 
横座屈の再現実験 

 
構造物の振動実験 

母屋材梁の横座屈

屋根折板

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

極大地震振動台システム  SSV-125，SVA-ST-1K，TBH-10K-2D-5T （サンエス）  

振動測定装置一式  動ひずみ測定器，加速度計，レーザー変位計  
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